
















































校を作る事から始めたことを思い起こすべきである。 コソピュータの操作 も大事であり、これ無 くして
今日の科学は語れないが、研究に於ける発見は地味で泥 くさい所にあるのを忘れてはいけない。
基盤の整備されている所で新しい発見を目指 した研究開発が研究者の仕事である。独創的研究は既成
の装置を買って測定しているだけでは生まれない。研究における発見は研究装置の開発によって始めて
可能になる。この点に関しては日本は後進国になりつつあり、特に大学では真に第一線の実験的研究は
不可能になりつつある。独立行政法人化の時がこの点に関して改良するチャンスである。
海外と比較 して時々残念に思うのは日本には形式的、表面的な印象を受けることが多い。目に見えな
い基盤、内容の充実が大事なのは言うまでもない。低温センターの将来として、相手のあることだが、
工作セソターと合併 し研究室も参加し研究センターとして発展するのも一つの方法である。この様な事
が可能な時期にきているように思える。
これとは別に高校と大学の教育内容のギャップを埋めて大学の基礎教育の充実のためには新たに教育
専門家集団の組織 も必要であり、これに関しては研究と異なり教官の真面目で愛情ある教育者としての
資質が重要である。大学はこの二つの面を同時に共有している。独立行政法人化されると大学と地域社
会とがより密接になる側面もある。今後は好むと好まざるに拘らず大学間の競争もより激しくなり、大
学教官も今まで以上に社会の影響を受ける。しかし、大阪大学は大阪の財界が理学部を作 り政府に寄付
した唯一の国立大学である。大阪の学術文化の拠点としての社会との関わりは深かった。このような伝
統の下、基礎科学に関しては東京の一極集中はない。基礎科学研究は適当な都市機能が有り自然環境の
良い各地方で行 うのに適 している。社会は競争があってこそ全体が合理的にバラソス良く発展する。
大学を去るに当たり昔からの大阪の伝統を思い起こし有能な人材を集め基礎科学、技術開発の発信基
地として発展する事を期待しています。
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